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⚫ EV充電の方法には普通充電と急速充電の2パターンがある。

⚫ 充電シーン（大きく分けて以下の3つ）ごとに適切な充電方法を選択する。

① 基礎充電：車を使わない時間帯の出発地（家や事業所）での充電（駐車時間8～12時間）

② 経路充電：移動途中のサービスエリア/パーキングエリア、コンビニ等での充電（駐車時間30分以下）

③ 目的地充電：一時的な滞在先（商業施設、宿泊・レジャー施設等）での充電（駐車時間2時間～）

EVの充電方法（普通充電と急速充電）、充電シーン

出所）経済産業省 ,第1回 充電インフラ整備促進に関する検討会 事務局資料 ,  

h t tps : //www.met i .go . jp/sh ing ika i/mono _ info _serv ice/charg ing _ inf rastructure/pdf/001_04_00.pdf 、

日東工業,  “よくわかる！EV充電の基礎知識 EV充電のしくみ” ,  閲覧日：2025年8月8日 ,  h t tps : / /www.n ito .co . jp/qu ick/evstand/fundamental /

より三菱総研作成

普通充電

⚫ 長時間（数時間～半日）かけて充電

⚫ 設置費用は安い（数万円～数十万円）

⚫ 個人住宅、集合住宅、商業施設・ホテル等に設置

⚫ 維持・固定費用は比較的安い（年数万円～）

急速充電

⚫ 短時間（概ね30分間）で充電

⚫ 設置費用は高い（350万円～数千万円）

⚫ 高速道路のSA/PAや道の駅、SS等に設置

⚫ 電気料金の基本料金や保守等の維持・固定費用が高い
（年100万円～）

基礎充電
⚫ タイミング：車を使わない時間帯
⚫ 場所：出発地（家や事業所）
⚫ 駐車時間：8～12時間

経路充電
⚫ タイミング：移動途中での充電
⚫ 場所：サービスエリア/パーキングエリア、コンビニ等
⚫ 駐車時間：30分以下

目的地充電
⚫ タイミング：一時的な滞在先の駐車場での充電
⚫ 場所：商業施設、宿泊・レジャー施設等
⚫ 駐車時間：2時間～
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⚫ 充電器・充放電器は以下のように分類される。

EV充電器・充放電器の種類

出所）Panason ic ,  WEB カタログ,  “EV・PHEV充電用充電設備総合カタログ（2025年7月）” ,  閲覧日：2025年8月8日 ,  

h t tps : //esct lg .panason ic .b iz/ iporta l /Cata logSearch .do?method=cata logSearchByDefau l tSett ingCategor ies&vo lumeID=PEWJ0001 、

Panason ic ,  “ 電気自動車（EV・PHEV）充電設備” ,  閲覧日：2025年8月8日 ,  h t tps : //www2.panason ic .b iz/ jp/energy/e lseev/ 、

日東工業,  “よくわかる！EV充電の基礎知識 EV充電のしくみ” ,  閲覧日：2025年8月8日 ,  h t tps : / /www.n ito .co . jp/qu ick/evstand/fundamental / 、

ニチコン,  “EVパワー・ステーション WEBカタログ” ,  ht tps : / /www.n ich icon .co . jp/wp -content/uploads/EVPS.pdf より三菱総研作成

充電器

普通
充電器

コンセントタイプ

• 充電のみ可能

• 車載充電ケーブルを使って
コンセントで充電

充電ケーブル搭載
タイプ

• 充電のみ可能

• 充電器のケーブル
で充電

急速充電器

• 充電のみ可能

• 充電器のケーブル
で充電

充放電器

• 充電に加え、放電も可能
V2Hシステム：家への給電
V2Bシステム：建物への給電
V2Gシステム：系統への逆潮流

• 充電器のケーブルで充電

※通信機能あり、通信機能なしの2パターンあり

AC AC

AC AC

AC DC

AC DC
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充電器 充放電器

普通充電器 急速充電器

コンセントタイプ 充電ケーブル
搭載タイプ

充電口の
規格※1

出力※2

（1口あたり）
3～4kW 3～6kW 50kW（1口タイプ）

90kW以上（1口タイプ、
複数口タイプ）

6～90kW

⚫ 多くのEV車両はJ1772（Type 1）とCHAdeMOの2種類の充電口を搭載しており、充電器・充放電器の種類

に応じ使い分けられる。

⚫ 利用する充電口の規格により、EV-充電器間でやり取り可能なデータも異なる。

充電口の規格および出力

※1 例外的にテスラ等一部の車種では異なる規格が採用されており、アダプタが必要

※2 充電器側の出力。カタログ等で確認される一般的な値を記載

出所）経済産業省 ,第1回 充電インフラ整備促進に関する検討会 事務局資料 ,  

h t tps : //www.met i .go . jp/sh ing ika i/mono _ info _serv ice/charg ing _ inf rastructure/pdf/001_04_00.pdf 、

日東工業,  “よくわかる！EV充電の基礎知識 EV充電のしくみ” ,  閲覧日：2025年8月8日 ,  h t tps : / /www.n ito .co . jp/qu ick/evstand/fundamental / 、

Panason ic ,  “ 電気自動車（EV・PHEV）充電設備” ,  閲覧日：2025年8月8日 ,  h t tps : //www2.panason ic .b iz/ jp/energy/e lseev/ 、

ニチコン,  “EVパワーステーション” ,   閲覧日：2025年8月8日 ,  h t tps : //www.n ichicon .co . jp/products/v2h/ より三菱総研作成

（参考）
コンセントプラグ規格

IEC62196-2 Type 1
（SAE J1772）

CHAdeMO車両の充電口イメージ
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⚫ DRのパターンには3通りあり、充電器・充放電器の種類との対応関係は以下の通り。

EV充電器・充放電器のDRパターン

DRパターン

充電器 充放電器

普通充電器 急速充電器

コンセント
タイプ

充電ケーブル
搭載タイプ

① 充電タイミングのシフト

○
通信機能あり

の場合

○ ○ ○

② 家/建物への給電（V2H/V2B）

- - -
○

V2H/V2B
対応

システム

③ 系統への逆潮流（V2G）

- - -
○

V2G対応
システム

充電タイミングの
シフト

系統

太陽光発電や
系統の電力を
充電

停電時や
太陽光発電の
少ない時間に
放電

or or

需要下げ

需要下げ 需要上げ

発電上げ需要上げ

系統状況
に合わせ
充放電

需要上げ
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⚫ EVのDRは充電器経由の制御、車両経由の制御の2つに大別され、主に以下4つのパターンが想定される。

⚫ 今後実現していく上では、DRの仕組み（以下4パターン）のほか、充電器とEVの両方が機器として存在すること、

充電器・充放電器の種類、対応している規格、想定するDRパターン等に留意することが必要。

EV充電を活用したDRの仕組み（想定）

Strictly Confidential

※1 GWメーカーサーバを経由する場合もある

※2 HEMSやコントローラー、スマートプラグ等の通信機能を持つ機器

※3 OEMがDRサービサーになる場合や、EVデータ利活用事業者を介する場合もある

車両経由の制御充電器経由の制御

DRサービサーサーバ

EV

充電器・充放電器

① GW（HEMS GW含む）経由 ② DRサービサー直接型

DRサービサーサーバ

EV

充電器・充放電器

GW ※2

EV

自動車メーカー（OEM）
サーバ

DRサービサーサーバ

④ 自動車メーカーサーバ経由

※1

DRサービサーサーバ

充電器・充放電器メーカーサーバ
または、

充電器・充放電器管理者サーバ

EV

充電器・充放電器

③ 充電器・充放電器メーカー/
充電器・充放電器管理者サーバ経由

充電器・充放電器

※3

EV充電に関わるDRの仕組み（4つのパターン）（想定）
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